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ロトコール変更無しで試験継続予定である．

1 4 　 造 血 器 腫 瘍 に 対 す る 自 己 末 梢 血 幹 細 胞 移 植 併

用大量化学療法の治療成績―自験例の解析

土山準二郎( 謂
中央病院
)

【緒言】 自己末梢血幹細胞移植を併用す る こ と

により, 予後不良の 造血器悪性腫蕩 に対 し大量 の

抗腫疹剤を安全 に投与す る こ と が可 能とな っ た ･

演者は16 例の 造血器腫蕩患者に自己末梢 血幹細胞

移植併用大量化学療法を行い その 治療効果を検討

したの で報告する .

【方法】 対象は 19 96 年11 月 よ り 200 0 年 8 月 の

間に担当 した患者16 名で , 年齢 中央値54 歳 (2 8 -

75) , 男性 8 例, 女性 8 例 . 疾患 は悪性 リ ン パ 腫11

例, 急性骨髄性白血病 3 例 , 急性リ ンパ 性白血病 2

例 . 移植時完全寛解13 例, 部分寛解 3 例で あ っ た ･

移植前治療は , 悪性リ ン パ 腫 にた い して M C E C ,

IC E , 又は M E C 療法を , 急性骨髄性白血病 で は

G
-

B E A 療法を, 急性 リ ン パ 性白血病で は B E C

療法を行 っ た .

【結果】 移植 され た末梢 血 C D 34 陽性細胞 の 中

央値 は 7 .3 × 10
6
/ k g ( 2 .0 - 80) で , A N C > 500

は中央値10 日 ( 7
-

13) , P L T > 2 ×10
4
は 1 1 ･5 日

( 9
-

19) であ っ た . 移植後の合併症は粘膜障害 が

多数例で , 発熱は小数例 で経験 さ れ た が , い ずれ

も保存的治療や抗生剤の投与で コ ン ト ロ
ー ル可能

であ っ た . 移植関連死 はみと めなか っ た . D F S は

中央値19 ケ 月 ( 2
-

49) , O A S は中央値24 ケ 月 ( 3

- 49) と良好で, 従来の 治療法 と比較 して予後改

善効果 が十分に期待 できるもの と思われ る ･

1 5 　 当 院 に お け る 非 ホ ジ キ ン 悪 性 リ ンパ腫の治療

成績

藤原 正博
・

曽我 謙臣

小池 正 ・ 黒川和泉（長岡赤十字病院内科）

昭和62 年5 月か ら平成9 年 4 月まで の10 年間 に

当院血液科に入院して 治療を受けた非ホジ キ ン リ

ン パ 腫患者の うち, 転帰が明ら か な 110 例 に つ い

て解析を し た . C H O P ある い は M A C O P - B 療

法が行なわ れ, 完全寛解率 は6 1 % , 全症例の 8 年

生存率は43 % で あ っ た . 年齢お よび 臨床病期 に よ

る差が大きか っ た . 平成1 0 年以降は G
- C S F 併用

bi w e e kly C H O P 療法を標準療 法と した ･ 3 ク ー

ル終了時の 評価 で C R な ら ばさ ら に 3 ク
ー ル を

追加 して全6 ク
ー ル で終了, P R な ら ば6 ク

ー ル

終了時 に再評価を し, その 時点で C R な らば 2
-

3 ク
ー ル追加して終了 . 病変が残存して い る 場合

には他の 治療法を考慮する ことと した . 現在まで10

例の患者 に施行され , 8 例に C R が得られ, 2 年生

存率は70 % と, 比較的良好な成績が得られて い る ･

16　当科における小児悪性リンパ腫の治療成績

― C C L S G  N H L 9 6 0 p r o t o c o l 治 療 例 を 中 心

に ―

小川 淳
・ 片岡

浅見 恵子

哲
(景孟宗畠,71(E是

‾

)

19 83 年か ら 200 1 年の 間, 当科 にお いて小児痛
･

白血病研究グル
ー プ( C C L S G) の グル

ー プス タ デ

ィ に登 録 の 上 治療 し た 非 H o d g ki n リ ン パ 腫

( N H L ) 患児は35 名で ある . 19 96 年まで の 治療例

( N H L 82 01 , 855 , 890 ( n
- 26)) の E F S は 66 ･5 % ,

1997 年か らの治療例( N H L 960 ( n
- 9 )) の E F S

は8 8 % で ある . 再発 した 1 例 は縦 隔原発 の リ ン パ

芽球型リ ン パ腫 の男児例で治療開始後 4 ケ 月に 中

枢神経再発を来た し同種造血幹細胞移植を2 回施

行 した にもかか わらず皐 丸 骨髄 にも再発 して 原

病死 して い る . 今後こ の ような予後不良例を病初

期より選別して強化 したプロ トコ
ー ル により治療す

ることにより成績の向上 が得られると考えて い る.

I I ． 特 別 講 演

「悪性リンパ腫に対する標準的治療の動向」

東海大学医学部　血液リウマチ内科

堀 田 知 光


